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昨年度のクルーズ体験の癒し効果の検証実験

• 心拍の自律神経指標であるSDNNの分析結果から，クルー
ズ体験は，自律神経活動にとって好ましい体験であると言
える．

• 脳波分析から，クルーズ体験の景色は，θ波やβ/α値から，
カジュアル瞑想が起こりやすいことを確認することができ
た．これにより，デフォルトモードネットワーク脳を休め
ることができ，リフレッシュできる．

主観評価では，どのようになるのか？
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θ波の計測結果
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集中度β/αの計測結果
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一時的気分尺度に基づく

主観評価の遷移をアンケート
で検証

Negative 気分尺度
１５項目

Positive 気分尺度
５項目

乗船の前後で比較し
変化を観察
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・2025年6月3日 企業１３人グループがアクアミニに乗船

した、乗船前と乗船後で、一時的気分尺度のアンケートを
行った。
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乗船前

乗船後
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■Negativeな気分は，乗船前10件ー＞乗船後0件になり，
「Negativeな気分を改善する」
統計的に強い（1%以下の有意水準）効果があることが検証された．

■Positiveな気分は，，乗船前24件ー＞乗船後45件になり，
「Positiveな気分が向上する」効果（ 5%以下の有意水準）
があることが検証された．

前
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• クルーズ体験について，乗船前後で，一時的気分
尺度に関してアンケート調査を行い，「Negative
な気分を改善する」効果がある（1％以下の有意水
準）ことが検証された．

• 一方，Positiveな気分については，向上する効果が
ある（ 5%以下の有意水準）ことが検証された．
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